
506 植 物 防 疫 第53 巻 第 1 2 号 (1999年)

植物 防疫基礎講座
農 業害 虫 お よ び天敵昆虫等の薬剤感受性検定 マ ニ ュ ア ル (34)

天 敵 生 物 : ク サ カ ゲ ロ ウ 類

も り
社団法人 日 本他物防疫協会研究所 森 克 彦

は じ め に
各種生物農薬の登録 に 伴 い ， 同 じ 防除体系 の な かで使

用 さ れ る 化学良薬の こ れ ら 生物農薬ー に対す る 影響評価が

重要 に な る 。 ま た ， 最 近 の 環境保全型民業指向 の な か

で， 土着天敵に対す る 化学農薬の彩糾評価 も 同様に重要

に な っ て く る 。

一方， 国際的 に は ， 毒性試験， 彩科試験等の試験法の

標準化が進め ら れて い る 。

こ の よ う な背景の も と で， 当研究所で は諸外国， 特に

試験法 お よ び評価法の検討が進ん で い る ヨ ー ロ ッ パで行

わ れて い る 試験方法 を 参考 に し な が ら ， 天敵 を 含 め た 各

種標的外生物 に 対 す る 農薬の影響試験 を 実施 し て い る 。

平井 ( 1999) に よ る と ， EU 各 国 で は 天敵 に 及 ぽす農

薬の影響 を評価す る に は， 最高薬品の|保協 を ね ら っ た標

準室内試験， 野外条件 に 近 い 11暴露 を 行 う 拡大室内試験，

半野外試験， 必要 に 応 じ て 野外試験 を 含 む連続階層試験

(Tier 試験) の 実施が広 く 認め ら れ て い る と い う 。

本稿では， 連続階層試験で通常， 最初 に 実施 さ れ る 標

準室内試験の う ち ， ク サ カ ゲ ロ ウ 類 を 対象 に し た 試験法

に つ い て 説明 す る 。 本 法 は ， BIGLEI< ( 1988) の 試験法 を

一部改変 し た 。

な お ， 本業務 を遂行す る に 当 た り ， 文献供与等の便宜

を 図 っ て い た だ い た 農林水産省段業研究 セ ン タ 一平井一

男虫害研究室長 に お礼 申 し 上 げ る 。

I 供 試 天 敵

ク サ カ ゲ ロ ウ 類は ， 脈麹 自 に属す る 捕食性天敵で， ア

ブラ ム シ類 を 中心 と し た 微小害虫の重要な天敵 と し て位

置づけ ら れて い る 。

ま た ， 最 近 で は ヤ マ ト ク サ カ ゲ ロ ウ ( CIZ1YSo.ρel'/a 
carnea) が複数 の 企業 に よ っ て 生物出薬 と し て 検討 さ

れて い る 。 実用化試験 中 で は あ る が， イ チ ゴ， メ ロ ン，
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( キ ー ワ ー ド 。 薬剤l感受性， 検定法， i;�料沼市I1i， 天敵生物， ク サ

カ ゲ ロ ウ no

ピ ー マ ン ， ス イ カ の ア ブ ラ ム シ類 に 対 し て 良好な 防除効

果が得 ら れ て い る 。

1 入手方法
ヤ マ ト ク サ カ ゲ ロ ウ を生物農薬 と し て 開発 し て い る 企

業か ら 分譲 を 受 け る の が最 も 簡単な入手法であ る 。 ま た

出荷、期の水稲で， ヤ マ ト ク サ カ ゲ ロ ウ が高密度 に 生息 し

て い る 場合 に は， ス ウ ィ ー ピ ン グ に よ っ て 成虫 を採集で

き る 。

2 飼育方法
窪田 ・ 志賀 ( 1 995) に 準 じ て 累代飼育 を 行 う 。 ま ず，

ク サ カ ゲ ロ ウ の 幼 虫 の 餌 と な る コ ク ヌ ス ト モ ド キ

( Tribolill111. casfanell1n ) の 飼育 を 行 う 。 小 麦 粉 ( 強 力

粉) に 重虫換算で約 5% の乾燥酵母 を 加 え た 餌 を 飼育容

器 に コ ク ヌ ス ト モ ド キ 成虫、 と 同 時 に 入れ る 。 そ の後， 定

期的 に ふ る い を 用 い て 卵 を 分離 し (井村， 1 989) ， 得 ら

れ た 卵 を 岱 ! と し て 用 い る 。

ク サ カ ゲ ロ ウ はØlì か ら 焔 ま で は 24 孔の マ ル チ ウ エ /レ

プ レ ー ト を 容器 と し て 飼育す る ( 図 一 1 ) 0 1 孔 当 た り 約

30 mg の コ ク ヌ ス ト モ ド キ の卵 と ク サ カ ゲ ロ ウ の卵 を 1

個体ず つ 入 れ ふ た を す る 。 250C， 16 L -8 D の 飼育条件

下で約 3 週間で成虫 に な る 。

羽化 し た個体 は 直 ち に ， 直径 1 2 cm， 高 さ 1 2 C111 の腰

高 シ ャ ー レ に 移す ( 1 プ レ ー ト / シ ャ ー レ ) 。 腰高 シ ャ ー

レ の底部 に 炉紙 を敷 き ， 開 口 部 は メ ッ シ ュ で覆 う 。 酵母

自 己消化物の AY-65 と 蜂蜜 の 2 : 3 ( 重量比) 混合物 を

餌 と し て与 え る 。 ま た ， 水 で湿 ら せ た 脱脂綿 を フ ィ jレ ム

図 - 1 ? サ カ ゲ ロ ウ の飼育谷総
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ケ ー ス に 入 れ腰高 シ ャ ー レ の 中 に 置 く 。 250C， 16 L -8 D 

で管理 す る 。 羽化後約 3�5 日 経過す る と 産卵 を 開始す

る の で， ま た卵 を マ ル チ ウ エ /レ プ レ ー ト に 移 し て飼育を

続 け る 。

H 試 験 方 法

試験 は羽化前の生存 ・ 死亡 を 調査す る 幼虫試験 と ， 生

存 し た 個体 に つ い て ， 引 き 続 き 産卵 数 を 調査す る 産卵試

験か ら 成 る 。

1 幼 虫試験
( 1 )  試験容器

長 方 形 の ガ ラ ス 板， ガ ラ ス 板 と 同 じ 大 き さ で 30 孔

(5 X 6) の穴 を 聞 け た ア ク リ ノレ板， お よ び外径が穴 と 同

じ 長 さ の ア ク リ ル製の リ ン グ を準備す る 。 ガ ラ ス 板 と ア

ク リ ル板 を 重ね合わせ ， ダブル ク リ ッ プで留 め ， リ ン グ

を ガ ラ ス 板 と の 聞 に す き 聞が で き な い よ う に 穴 に 差 し 込

む (匡卜2) 。

( 2 ) ク サ カ ゲ ロ ウ の準備

産卵後 24 時間以 内 の卵 を 切 り 取 り ， マ jレ チ ウ ェ ル プ

レ ー ト の孔 に 1 卵ずつ移 し ， ふ化 し た l 齢幼虫 を供試す

る 。

図 2 幼虫試験の試験容器

図 3 産卵試験の 試験容認

( 3  ) 処理方法

試験薬 剤 を 実用濃度 の最高濃度 に希釈 す る 。 室内用農

薬散布器 (大起理化工業 (株) 製 DIK-7320) を 用 い て ，

ガ ラ ス 板 に 希釈液 を均一 に 一定量 ( l cm2 当 た り 散布液

2 mg :!1t) 散布す る 。 散布液が完全 に 乾 い た ら ， 前述の

よ う に ガ ラ ス 板 と ア ク リ ル板 を 重ね合わせ ， ダブル ク リ

ッ プで留 め る 。 リ ン グ 内 か ら の ク サ カ ゲ ロ ウ の逃亡 を 防

ぐ た め に リ ン グの 内壁 に タ ノレ ク を塗 り ， 穴 に 差 し 込 む 。

ク サ カ ゲ ロ ウ の幼虫 を l 孔当 た り l 頭 ず つ 小筆 を 用 い

て い ね い に穴 に 移 し ， コ ク ヌ ス ト モ ド キ の卵 を穴 の 中 に

約 20 mg 入 れ る 。 無処理 区 と し て ， 水 の み を 処 理 す る

区 を 設 け る 。

l 処理 l 試験容器 (30 頭) で試験 を行 う 。

( 4  ) 管理方法

温度 22 :1: 1T， 16 L-8 D に 設定 し た定 温器 内 で供試虫

を管理す る 。 試験薬剤の揮発成分の影響 を 除外す る た め

に ， ミ ニ ポ ン プ を 用 い て 定温器内 を換気す る こ と が望 ま

し い。 生存虫 に は 適宜， コ ク ヌ ス ト モ ド キ 卵 を 補 給 す

る 。

( 5  ) 調査方法

供試虫が焔化す る ま で毎 日 ， 成育ス テ ー ジ ご と に ， 生

存 ・ 死 亡 の 各 個 体 数 を 記 録 す る 。 羽 化 前 の 死 虫 率 を

A日1l0Tl の 方 法 に よ り 補正 す る 。

2 産卵試験
( 1 )  試験容器

直径 12 cm， 高 さ 12 cm の腰高 シ ャ ー レ を 用 い る 。 底

部 に j土l 紙 を 敷 き ， 関 口 部 を 1 mm の メ ッ シ ュ で 覆 う

( 図 3) 。

( 2 ) ク サ カ ゲ ロ ウ の準備

幼虫試験で生存 し た個体に つ い て ， 羽化直前 の 踊 を試

験容穏の腰高 シ ャ ー レ に移す。

( 3  ) 管理方法

幼虫試験 と 同様， 温度 2 2 :1: 10C， 16 L-8 D に設定 し た

定温器 内 で管理す る 。

( 4 ) 調査方法

産卵開始後， 1 週間 に 2 回 の 割 合 で 4 週間 (計 8 回) ，

産卵数 と 雌雄別の生存虫数 を 調査す る 。 ふ化卵 に つ い て

は ， 200 卵以下の と き は す べ て の， 200 卵 以 上 の と き は

任意 に選ん だ 200 卵 に つ い て ふ化率 を 求 め る 。 各調査時

の総産卵数 に ふ化率 を 乗 じ ， 実質的な産卵数 を 求 め る 。

各調査時 と 次回 の調査時の平均生存雌成虫数 と 前述の 実

質的な産卵数か ら ， 1 J雌成虫 当 た り の平均産卵 数 を 算 出

す る 。
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表 ー 1 IOBC ヨ ー ロ ッ パ支部の影響 カ テ ゴ リ ー

カ テ ゴ リ ー 分 類 E fl直

影響な し < 30% 
2 影響小 30�79% 
3 影響中 80�99% 
4 影響大 > 99% 

皿 評 価 方 法

幼虫試験 の 羽化前 の 補正死虫率 を M と し ， 1 雌成虫
当 た り の 平均産卵 数 の 対無処理比 を R と し て ， 下記の
式 を 用 い て E 値 (Reduction in benefÌcial capacity) を
算出す る 。

E = 100 - ( lOO - M) X R  

IOBC (生物的防除国際組織) ヨ ー ロ ツ パ支部 で は ，
農薬 の天敵に対す る 影響 を 四 つ の カ テ ゴ リ ー に 分 け て い
る の で (表 1 ) ， 得 ら れた E 値 を カ テ ゴ リ ー に 当 て は め
て影響 の程度 を分類す る 。

W 試 験 例

本試験法 に 準 じ て 実施 し た 試験結果 の一例 を 表-2 に
示す。

A 水和剤 (殺菌剤) は ， 羽化前補正死虫率が 3 . 3% と
低 く ， 1 雌 当 た り の 平均産卵 数 は 25 . 5 と 無処理 区 よ り
も 少 し 下 回 り ， E 値 は 13 . 2% と な り ， カ テ ゴ リ ー l の
影響 な し に 分類 さ れた 。

0 出 版情報 グル ー プ よ り
ギー 『農薬適用 一 覧表 1999 年版』 の正誤表 に つ い て

10 月 に 標記図書 を 発行 い た し ま し た が， 掲載 内容 に
誤 り が あ り ま し た 。 お詫びす る と と も に お知 ら せ い た し
ま す。 な お ， 正誤表 を 作成 い た し ま し た の で， 送付 を希
望 さ れ る 方は， 出版情報 グ ル ー プ ま で， 送付先 を ご明記
の上 ご一報下 さ い。

(発生予察用 調査資材追加品 目 )

記

対象害虫 商品名 ・ 社名 区分
マ メ コ ガ ネ ウ イ ン ズパ ッ ク セ ッ ト

マ メ コ ガ ネ 用

取替用

セ マ ダ ラ コ ガ ネ ウ イ ン ズ ノ f ッ ク セ ッ ト
マ ダ ラ コ ガ ネ 用

取替用

表 - 2 試験結果の一例

羽化前
試験薬剤 補正死虫率

l 雌成虫 当 た り E 値 カ テ ゴ リ ー
( % ) 

平均産卵数 ( % ) 

A 水和剤 3 . 3  25 . 5  13 . 2  
B 乳剤l 100 100 
無処理 。 28 . 4  

B 乳剤 (殺虫剤) は， 羽化前補正死虫 率 が 100%， E 
値が 100 % で あ る こ と か ら ， カ テ ゴ リ ー 4 の 影響大 に 分
類 さ れた。

お わ り に

本稿 で説明 し た 試験 は， 最悪条件下 ( ワ ー ス ト ケ ー
ス ) で実施 さ れて い る 。 本試験の結果， 悪影響が認 め ら
れた農薬 に つ い て 全 く 生物的防除 と の併用 が不可能 と な
る 訳で は な い。 次の段階の拡大室 内試験， あ る い は残毒
試験 な ど に よ っ て ， 生物的防除 と の共存の 可能性 を 見 い
だす こ と がで き る 。 こ れ ら の 試験評価 シ ス テ ム の整備 と
そ れ に 基づ い て 評価 さ れ る 多 く の 農薬の情報の蓄積が今
後の諜題で あ ろ う 。
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�発生予察用 調査資材の斡旋 に つ い て 一 品 目 の追加一
こ の ほ ど， 下記の ご と し 富士 プ レ ー パ 一 社 (JT グ

lレー プ) 製の フ ェ ロ モ ン剤等 ( ウ イ ン ズパ ッ ク ) の斡旋
を追加す る こ と と な り ま し た の でお知 ら せ い た し ま す。

斡旋開始 : 平成 1 1 年 1 1 月 1 日 よ り
申込方法 : 従来 と 同様

価格 l 箱内容 ・ 有効期間 な ど

5 ， 000 円 フ ェ ロ モ ン剤 l 個 (4 か月 有効)
芳香剤 1 個 (4 か 月 有効)
ウ イ ン ズパ ッ ク ・ ト ラ ッ プ 1 台

3 ， 500 円 フ ェ ロ モ ン剤 1 個 (4 か月 有効)
芳香剤 l 個 (4 か 月 有効)

4 ， 500 円 フ ェ ロ モ ン剤 1 個 (3 か月 有効)
ウ イ ン ズパ ッ ク ・ ト ラ ッ プ 1 台

3 ， 000 円 フ ェ ロ モ ン剤 l 個 (3 か 月 有効)

※ 上記価格 は送料込 み の消費税別 に な っ て お り ま す.

マ メ コ ガ ネ : ア ス パ ラ ガ ス ， リ ン ゴ， プ ド ウ ， カ キ ， ク リ ， キ ウ イ ， 牧草， 各種花， コ ウ
ラ イ シ パ ・ ノ シ ノ む パ ラ 類， サ ク ラ 類 な ど の害虫

セ マ ダ ラ コ ガ ネ : ダ イ ズ ， カ ンキツ ， カ キ ， パ ラ 類， サ ク ラ 類 な ど の害虫
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